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は　じ　め　に

　白豪主義（White Australia）は，かつてはオーストラリアの代名詞で

あった．それは，オーストラリア連邦の成立以前から，今日の州を構成す

る各植民地において，中国人の移住を制限する政策として始まった1）が，

1901年の連邦成立後は，連邦法のもとに統一的政策として確立された．

このように，白豪主義はオーストラリアの歴史とともに長期にわたって維

1）ちなみに，「白豪主義」なる用語が最初に登場したのは, 1888年の植民地

　会議における「中国人移住制限法」の統一化においてであった．
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持，継続され，オーストラリア社会の求心的支柱として作用してきた．

　しかしながら，第2次大戦後は，人種差別主義から平等主義への世界的

な価値観の変化，それに基づく政策の転換，オーストラリア自身の経済的

必要性などから, 1960年代後半には白豪主義のイデオロギーは徐々に終

末を迎えるに至った．そして, 1973年に労働党政権は，白豪主義移民政

策との決別を明確に宣言したのである．それとオーバーラップしながら，

1970年代より多文化主義（multiculturalism）なる脱白豪主義のイデオロ

ギーがオーストラリアを支配するようになり，アジア系移民の受け入れが

拡大し，今日に至っているのである．

　本稿は，このオーストラリアのかつての求心的イデオロギーおよびそれ

に基づく移民政策の成立とその一大転換の経緯を考察しようとするもので

あるが，それに先立って，つぎの3点に言及しておきたい．

　第1は，「白豪主義」なる用語についてである．その英語はWhite

AustraliaあるいはWhite Australia Policyである．日本語では通常白

豪主義といわれているが，白豪政策，白豪主義政策という用語を用いる論

者もいる．白豪主義は白人優越のイデオロギーであり，長年にわたって

オーストラリアの国是として，社会統合の主義・主張として機能してきた

のである．一方，白豪（主義）政策は，白豪主義なるイデオロギーを体現

した政策，実際には，非白人排斥の移民政策をいうものと解釈しうるであ

ろう，そして，これは中国人移住制限として始まり，さらに，アジア人全

体に向けられるようになったものである．

　第2に，白豪主義はオーストラリアの代名詞であったと冒頭に述べたが，

実は，白豪主義政策はオーストラリアに特有のものというわけではないの

である．同様のイデオロギーに基づく白人選別の差別的移民政策は，ヨー

ロッパ人（白人）の新大陸侵略に随伴して，他の民主主義国家でも，中国

人の流人に直面してとられてき，そして廃止されてきたのである．たとえ

ば，アメリカにおける1924年制定の「移民割当法」による人種に基づく
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移民の選別と1965年におけるその廃止，カナダにおける古くからの非白

色移民排斥政策と1962年および67年におけるその段階的廃止，ニュー

ジーランドにおける白人優先移民政策と1978年におけるその廃止があ

る1)したがって，それはいわば白人優位の差別主義に基づく政策の一環

としてごI旦界中に普遍的に展開されていたものなのである．

　第3に，上述から明らかなように，オーストラリアの白豪主義は通常差

別的移民政策として理解されているが，実はこの白人優越主義はそれにと

どまるのでなく，内向けの先住民排斥，アボリジニ絶滅政策としても作用

してきたのである．この点は，同じ人種差別であっても，アメリカにおけ

るインディアンやニュージーランドにおけるマオリ族に対するものとは大

きく異なる．先住民と侵入者との間の社会統治や文明の差，武力や闘争吐

の違い，そして土地の侵略における譲渡契約や補償の有無など多くの点で，

アボリジニとイギリス人との間の懸隔は世界中で最も大きく，それだけア

ボリジニの運命は苛酷なものとならざるをえなかったのである．

　以上の諸点に留意しつつ，以下では, 1788年に始まった白人の入植と

その後1960年代半ばまでの白豪主義の展開, 1970年代以降の多文化主義

への転換，それにもかかわらずなお残るいくつかの解決されるべき問題に

ついて考察を進めていく．

H　先住民アボリジニと白人の入植

　1　先住民アボリジニの存在

　イギリス人がオーストラリアに入植するはるか以前から，そこにはアボ

リジニ（アボリジナルとも）（Aborigine^）,Aboriginal）が住んでいた．彼ら

1）陶山宣明「オーストラリアの移民政策改革一白豪主義の終焉-」

　『オーストラリア研究紀要』第27号, 2001年12月, 43－44ページ．

2）＝a6 origine（L.）（from the beginning）.植民者（colonist）の対照語．
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がいつ，どこからオーストラリアへ来て定着するようになったかは，十分

に明らかではない．アボリジニは，ニューギュアの島々とオーストラリア

が陸続きであった頃，アジアからやってきたと考えられており，最初の集

団は多分5万年以上前に，最後の集団は5万年弱前に

やってきたとされている0別の文献では，少なくとも3万8千年前a)(3

万5千年から4万年前ともいわれる3))に，アジアから到着したとされている．

それは，とにもかくにも，コロンブスやジェームズ・クック(1728－79年)

に先駆けての大発見であったといえる．

　オーストラリアに定着していたアボリジニはその後, 1万2千年以上続

いた海水の上昇によって，ニューギニアやチモール諸島から切り離されて

いった．彼らは広大な隔絶した場所で，農耕や家畜の飼育による定住化に

進んだ北半球の各地とは孤立して，石器時代そのままに狩猟と不毛の地を

転々と移住する生活を近代まで続けていたのである．

　彼らは，ヨーロッパ人の植民開始の頃には30ﾌﾌﾞ人いたとされる．先史

研究者のなかには, 100万人を超えていたとする説もあるが，簡単な狩猟

と採集の生活の成立にはかなり無理な数字と思われ, 25万人以上50万人

以下，おそらくはせいぜい25万人が，千ばつ時の食糧確保を可能にした

数字と考えられている4)その後彼らは，イギリス人入植者によって悲惨

な歴史の禍中に投げ込まれ，人口減少を余儀なくされた. 1902年には6

万人程度にまで激減したが，その後増加に転じ，現在では26万人程度に

まで回復している．しかしながら，その人口が200年以上も前の水準をま

O　ジェフリー・ブレイニー著，加藤めぐみ・鎌田真弓訳『オーストラリア歴

　史物語』明石書店, 2000年, 16ページ。

2）Gregson Edwards ed., Australia in Brief, Australian Government

　Publishing Service, 1979, pp. 8 -9.

3）ちなみに, Year Book Australiaでは，「少なくとも4万年前」としている

4）加藤・鎌田，前掲訳，29ページ。
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だ回復していない民族は，アボリジニ以外にはないと思われるのである．

とにかく，すぐ北のインドネシア人が北部オーストラリアに定住し，彼ら

との接触でアボリジニが外界と通じることとなっていたならば，アボリジ

ニの運命は大きく違ったものとなったであろう．インドネシア人でなくイ

ギリス人が侵人者になったという事実は，その後のアボリジニとの対立を

ずっと厄介なものにしてしまったのである0

　ヨーロッパ人によるオーストラリアの発見（？）は，ポルトガル人，ス

ペイン人，およびオランダ人によるアジアへの商業版図拡張競争の副産物

であった．ポルトガル人はおそらく，オーストラリアを見た最初のヨー

ロッパ人であるとされている^）.1606年に，スペイン人ルイス・バエス・

デ・ドレス（Torres）は，オーストラリアとパプアニューギェアを隔てて

いる，現在彼の名を冠している海峡を航行した. 1602年に東インド会社

をジャワに設立したオランダは，オーストラリア西北部への漂着船の到達

の経験などからエーベル・タスマン（Abe1 Tasman）を派遣し，彼は1642

年にタスマニア島を発見し，さらにニュージーランドに到達した．しかし

ながら，オランダ人は，オーストラリアが貿易商品を欠く「不毛の地」で

あることに失望した．海賊のウィリアム・ダンピア（William Dampier）

は，オーストラリア大陸に上陸した最初のイギリス人で, 1688年に北西

部海岸のキング・サウンド（King Sound）付近に上陸した3）しかし，彼

の本国への当時の報告と再度の調査も，「不毛の地」であることに失望し

たものとなっている．こうして約1世紀近い間，オーストラリアはヨー

ロッパ人の視界から遠ざかったままとなっていたのである．

1）筆者自身かねてから，地理的近接性からそのように考えてきたが，加藤

　鎌田，前掲訳, 37－38ページにも，全く同様の見解が示されている。

2）前掲訳, 39ページ。

3）Edwards ed.,op｡泣｡p. 9.
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　2　白人の入植

　ところが，その後70年以上も経過してイギリス人がオーストラリア東

海岸に到着し，白人の入植，イギリスの植民地化の幕が切って落とされた．

イギリス海軍のジェームズ・クック（James Cook）（通称キャプテン・クッ

ク）はタヒチから，オランダ人によってすでに発見されていたニュージー

ランドへ航海し，1770年4月20日に大陸の南東海岸に到着した最初の

ヨーロッパ人となった．そこは，現在のビクトリア州とニューサウス

ウェールズ州との境近くであった．彼はいったん北上した後, 9日後の4

月29日に現在のシドニー空港近くのボタニー湾に上陸し，「南緯38度か

ら10.5度までの東海岸を大英帝国国王ジョージ3世のものとする」との

領有宣言をし，ニューサウスウェールズと命名した．

　1776年にアメリカの独立によって流刑囚植民地を失ったイギリスは，

フランス海軍力の増強と南太平洋への進出強化の脅威とも相まって，オー

ストラリア大陸の植民地化に本格的に動き始めた．すなわち, 1786年に

ボタニー湾に流刑植民地建設を決定，そして，南緯10度37分から43度

39分，東経135度までのオーストラリア大陸東海岸および近接諸島を含

むニューサウスウェールズ植民地の成立を宣言し，退役海軍将校アー

サー・フィリップ（Arthur Phillip）を初代総督に任命した.

　1787年5月13日，フィリップ総督率いる11隻の第1次船団は, 736人

の囚人を含む1,030人でイギリスを出発し, 1788年1月18日にボタニー

湾に到着した．彼は1月26日，タスマニアを含む東経135度以東の大陸

東部全土の領有を公的に宣言した1)ここにオーストラリアの歴史が始

まった2)が，しかしそれは同時に，先述のごとく，北のアジアからの接触

1）Ibid.

2）オーストラリア連邦は1901年1月1日に六つの植民地を統合して成立した

　が，この日はオーストラリア・デーではない｡1788年1月26日のシド

　ニー・コープでの植民地開設の日が記念日となっている。なお，オーストラリノ
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によってではなしに，東海岸におけるイギリス人の侵入によって外界と接

することになったアボリジニの悲劇の開幕ともなったのである．

�　白豪主義の展開

　1.内向きの白豪主義政策

　　　　－アボリジニ絶滅政策-

　白豪主義は，前述のごとく，外向きの白人選別の移民政策として一般に

理解されているが，オーストラリアの歴史上は，アボリジニに対する内向

きの白人優越主義，端的にはアボリジニ絶滅政策の側面も含めて考えなけ

ればならない．フィリップ総督の（アボリジニに対する不当な危害の禁

止1)」はあったが，実際はそれを無視した苛酷なものであった. 1788年の

入植開始翌年の1789年には早々と，多数のアボリジニが天然痘で死亡し，

その他の病原菌も白人入植地を越えて広がっていった．アボリジニとイギ

リス移民との生活様式の相違はあまりにも大きく，無法者はアボリジニを

蔑視，または恐怖視し，銃やライフルによる殺人が横行した．アボリジニ

の側も，強い酒による伝統的社会生活の崩壊，生きる意欲の喪失に見舞わ

れた．アボリジニの部族間の戦いは，入植者への一致した対抗の妨げと

なった．

　こうして，アボリジニは人口減少を加速する結果となり，前述のように，

今なお昔日の人ロを回復しえない状況下にあるのである．チャールズ・

アには独立記念日というものはなく，純粋に法的に考えるならば, 1986年3

月3 Elのイギリス議会におけるオーストラリア法の制定ということになる．

実際には, 1945年の国連加盟にもみられるように，オーストラリアは国際法

上の主権国家としての地位を確保し，独立国家としての認知をすでに得てい

たといえる．

O　加藤・鎌田，前掲訳, 47ページ
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ダーウィンは1836年にシドニーを訪れ，疾病，アルコール，狩場喪失が

アボリジニ絶滅の原因になるであろうと考え，純血アボリジニの絶滅を結

論づけた. 1920年代まで，ダーウィンの予言に反論を唱える者はほとん

どいなかったが，やがて奥地（アウトバック）のアボリジニは減少してい

ないことが示された1)その一方で, 1876年には，タスマニアの純血アボ

リジニは絶滅したのである．

　ただ本稿では，内向きの白豪主義の説明は以上にとどめ，以下では外向

けの白豪主義，すなわち白人移民選別主義・有色人差別主義の移住政策に

ついて述べよう．

　2　外向けの白豪主義政策

　　　　一白人選別･有色人排斥の移民政策-

　1788年のニューサウスウェールズ植民地開設の宣言に続いて, 1829年

の西オーストラリア植民地の開設, 1834年の南オーストラリア植民地法

の成立と続き，イギリスによる植民地化かオーストラリア全土に広がって

いった．イギリス系人植者は1797年に，メリノ羊を南アフリカから輸入

したが，牧羊業は1830年代，40年代の発展によって，やがてイギリスへ

の輸出産業となり，植民地の経済発展の担い手に成長していった．それと

ともに，当時のもう一つの重要産業として, 1850年代から始まったゴー

ルドラッシュかおる.

　1851年に，ニューサウスウェールズとビクトリアでゴールドラッシュ

が始まったが，それに伴って，中国南部から大量の中国人が金鉱掘りとし

て流入した．彼らは集団行動，風体，宗教，そして渡航費等の借金返済の

ための低賃金ての労働など，いろいろな点て白人金鉱掘りと大きく異なっ

ていたから，両者間の紛争が早くも1850年代前半に頻発するに至った．

1）前掲訳, 69－70ページ
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その鎮圧のために植民地政府は軍隊を出動させるなどもしたが，やがてこ

れは中国人移住制限へと進んでいったのである1）

　1855年にビクトリア植民地で，「特定の移住者に備えて準備するための

法律」（Ad to make Provisionfor CertainImmigration^））が制定され，中

国人人国に対して1人当たり10ポンド（20ドル）の「上陸税」あるいは

「人頭税」を課税して移住を制限した. 1857年には金鉱のない南オースト

ラリア植民地で，ビクトリア植民地からの中国人流入を阻止するために，

ビクトリア植民地の要請に従って，中国人移住制限法に沿ったものが制定

された. 1861年にはニューサウスウェールズ植民地で，「中国人移住制限

法」（Chinese Immigration RestrictionAct）が制定された. 1877年にはク

イーンズランド植民地で，「中国人移住制限法」が制定，体系化された.

1886年には西オーストラリア植民地で，「中国人移住制限法」が制定され

た．そして, 1888年には第2回植民地会議で，中国人移住制限法を統一

化し，制限法の改正，強化が行われるとともに，その体系化は一応終了し

た■≫.1896年にはニューサウスウェールズ植民地で，「有色人種制限およ

び規制法案」力i提出された4)

　この間の経緯をみると，オーストラリアへの移住制限の対象が，中国人

から有色人種一般へと拡大していることがわかる．中国人のほか，古くか

ら内陸部でラクダ使いのアフガユスタン人かおり, 1860年代よりクイー

1）関根政美「社会発展と保護主義の台頭」関根他『概説オーストラリア史』

　有斐閣, 1988年，第2章, 72－73ページ．

2）この法律を中国人移住制限法としなかったのは, 1842年の南京条約に基づ

　くイギリスの立場を考慮した結果であったが，内容は全く中国人移住制限で

　あった．その内容については，関根政美『マルチカルチュラル・オーストラ

　リア』成文堂, 1989年, 141ページに詳しい．

3）ここではじめて，「白豪主義」という言葉が登場した．

4）PJ.上の経過については，関根，前掲書，第4章に詳しい．

　　　　　　　　　　　　　　　　－9－
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ンズランドの砂糖きび農場の労働力として働いていた南太平洋諸島人（の

ちに日本人も）が，そして，1870年代より北部海域で真珠貝採取ダイバー

として働いていた日本人がいた. 19世紀後半，急速に軍事大国化しつつ

あった日本への警戒もあり，日本人もまた居住制限の対象となったのであ

る．こうして，中国人以外の有色人種一般に移住排斥政策が広がり，これ

は連邦結成以前に全植民地の共通政策となったのである.

　1901年1月1日にオーストラリア連邦が成立したが，同年議会を通過

した連邦法の一つとして，「連邦移住制限法」（Commonwealth Immigra-

tion Restriction Act）かおる．これによって中国人，インド人，日本人な

ど有色人種については，ビジネスマンや旅行者や学生などの短期滞在者，

および連邦形成以前の市民権獲得者を除いて，新規のアジア人移民は制限

されることとなった．これがいわゆる「白豪主義」であり, 1960年代に

至るまで，オーストラリアの求心的シンボルとして維持されることとなっ

たのである．

　具体的には，移住しようとする者は，南アフリカのナタール方式から借

りた書き取りテストに合格しなければならなくなった．連邦政府の役人が

港で，ヨーロッパ語の一つを選び，最高で50の単語から成る文章を読み

上げ，移住希望者にそれを書き取らせるというものであった1）書き取り

を間違えれば上陸は許されず，アジア人移民を阻止することを目的として

いたことは明らかである2）

　この白豪主義政策は，白人選別・有色人差別として，人道主義的観点か

らオーストラリアの評判を落としたことが一般に論じられている．しかし，

オーストラリアが失ったものはそれだけではない．低賃金の有色人労働者

1）加藤・鎌田，前掲訳, 180ページ．

2）ヨーロッパ言語か英語かの議論，書き取りテストによる規制か，テストな

　しの有色人総体としての規制かの論議については，関根，前掲書, 191ペー

　ジ以下を参照のこと.
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に依存していたオーストラリア北部の経済発展を阻害するという経済的損

失をももたらしたことに，注目しなければならないであろう．

Ⅳ　多文化主義への転換

　1　白豪主義の終焉

　白豪主義という名の人種差別は第2次大戦後も維持されたが，人道主

義からの非難もさることながら，主として経済的理由から変更を余儀な

くされるに至った. 1942年の日本空軍によるダーウィンおよびブルー

ムの爆撃，日本の特殊潜航艇によるシドニー湾の攻撃など，かつでの日

本やアジアからの脅威は，日本の敗戦によって消滅した．ただ，北から

の共産主義の脅威，過去とは別の形での中国からの脅威が新しく加わっ

たが．

　一方オーストラリアは，国上防衛と経済成長のために，オーストラリア

にとってアキレス腱である希少な人口の増加，労働力の増加の必要に迫ら

れた．しかしながら, 1947年からの大量移民導入計画にもかかわらず，

従来の移民供給源であったイギリスやアイルランドからの移民は，戦後の

輸送事情から，戦前のごとき充足は困難となった．ここにオーストラリア

は，新たな移民供給源の開拓，移民供給源の多様化に迫られるに至ったの

である．

　そこで, 1950年代には非英語系のヨーロッパ人，すなわちイタリアや

ギリシャなど南ヨーロッパ系移民や，東ヨーロッパの社会主義諸国からの

難民移住者が増加することとなった．しかし，ヨーロッパ経済の復興とと

もに，「距離の暴虐」を伴うオーストラリアへの移民は魅力を欠くに至り，

1966年からは中近東，たとえばトルコやレバノンからの移民，難民を受

け入れるようになった．また, 1956年以降実施されてきたアジア人の市

民権獲得の年限差別（15年．これに対してヨーロッパ出身者は5年）も，同じ
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白豪主義から多文化主義へ

く1966年に撤廃された．

　この間, 1958年には，白豪主義政策のシンボルであったナタール方式

による書き取りテストが廃止された. 1965年には，労働党が党綱領から

「白豪主義」政策をはずした". 1967年には，アボリジニが国勢調査で初

めて人口統計に算入され，市民権を得ることとなった'）.1970年代後半か

らは，ベトナムをはじめインドシナの難民の受け入れが始まった．以上の

結果，オーストラリアの移民構成は急速に多様化するに至り，移民全体に

占めるイギリス・アイルランド系の割合の低下と南・東欧系の増加，そし

て中近東・アジア系の有色人種の増加が進み，人口構成の多様化を促進す

るに至っている．

　1972年に23年ぶりに政権の座についたウィットラム労働党政権は，有

色移民に対する入国制限と市民権獲得の緩和措置において決定的役割を演

じた．同政権は1973年に「移民法改正」を行い，人種や地域による移民

差別を撤廃し，「オーストラリア市民権法改正」も行い，さらに, 1975年

には「人種差別（禁止）法」（Racial DiscriminationAct）を制定した．した

がって，差別的移民政策としての白豪主義政策は1973年に終焉したとい

えるが，さらにまた, 1975年は有色人種差別そのものの終焉した年とも

いえる．オーストラリアの各植民地以来の歴史とともに社会的求心力とし

て作用してきた白豪主義の終焉を実現させた労働党のこの業績は，率直に

高評価しうるものといえよう．

1)労働党は，先述のナタール方式による規制か，テストなしの有色人総体規

　制かの議論においては，有色のテスト合格者を排除できないとして，有色人

　移住を全面的に排除する後者を支持する強硬派の立場に立っていた．

2）このことは，逆説的には，それまでアボリジニは人間としての存在を認知

　されていなかったということである．もちろん，彼らの人口の正確な把捉は

　種々の理由から難しい点もあったであろうが，対策を講ずる努力による人口

　統計への編入は，あまりにも遅すぎたといわざるをえない.
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　2　多文化主義への移行

　オーストラリアが白豪主義を捨てて移民の拡大，それも有色人種移民の

積極的受け入れへと転換していった背景には，前述のごとき戦後オースト

ラリアの経済発展のための人口増加，労働力増加の必要性，ヨーロッパか

らアジアへの輸出市場の移行という経済的理由を主とするオーストラリア

の脱欧人亜意識の台頭と政策の転換，さらに，同じく人種差別政策をとっ

てきた南アフリカ共和国の反人道主義に対する世界的非難等があったが，

政策転換の基盤を構成するオーストラリアの対移民政策の変化にも言及し

ておかなければならない。

　白豪主義を脱したオーストラリアは，受け入れた移民に対して，当初同

化政策をとっていた。非英語系移民・難民への対応策は，白豪主義に基づ

く有色人種「差別主義政策」から一歩進んだ「同化主義政策」であった。

これは，移民がオーストラリアの英語，文化，生活習慣等々について，

オーストラリアに同調することを強制するものであった1)ところが，移

民の出身地が南欧，東欧，中近東へとイギリス本国から遠ざかるにつれて，

言語はもちろん文化，生活習慣の違いが大きくなり，同化政策に対する抵

抗が強くなり，オーストラリアは彼らを問題視することを超えて，「統合

主義政策」への転換を余儀なくされたのである。統合主義は, 1964年に

移民省が，「同化局」（Assimilation Division）を「統合局」（Integration Divi-

sion）に名称変更したことに明示されている2)「同化政策」は，移民の母

国の言語，文化，生活様式を否定し，切り捨てさせ，オーストラリアの言

語，文化，生活様式を半強制し，同化させようとするものであるが，それ

とは違って「統合政策」は，相手国の言語や文化等を尊重し，移民のオー

ストラリア社会への順応を促進し，オーストラリアへの定着化を区|ろうと

1）

2）

関根，前掲書, 334－35ページ．

前掲書, 350ページ．
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するものである．これは当初，アメリカ的メルティング・ポット（人種の

るっぼ）型の同化を期待していたが，やがてそれも否定され，文化的多元

化を促進するマルチカルチュラル政策が, 1973年に移民大匝アルバー

ト・グラスビー（Albert J. Grassby）によって表明されるに至るのである．

その政策声明は，「人種・エスニック的要素によって人びとの待遇に差を

つけることなく，法の前の平等，教育・就職における機会均等を保証し，

制限的移民制度や人種差別を否定すると同時に，社会参加のための援助を

行う1）」というものである．すなわち，各人種集団がそのコミュニティー

のなかで母国の言語や文化を維持することを容認するが，しかし，市民生

活，ビジネス，教育等の場においては，ホスト社会の法律，言語の使用を

強制するというものである.

　1970年代前半に生じたこの文化的多元主義は，70年代後半から80年代

にかけて，いっそうの発展を示すこととなる. 1975年に連邦政府の「人

種差別（禁ih）法」（Racial Discrimination Act）が制定されたのに続き, 76

年には南オーストラリア州で「人種差別禁止法」が. 77年にはニューサ

ウスウェールズ州で「反差別法」が, 78年にはタスマニア州でも同様の

法律が提出，制定されるに至った. 1978年の移民・先住民に対する（ガ

ル八リー報告2)』（Galbally Report）は，非英語系移民への英語教育や生活

援助による適応能力の向上，彼らに対する文化や言語の維持に必要な援助

策の展開を勧告し，それらはすべて，フレーザー自由・地方党連立政権に

よって採択され，ここにマルチカルチュラリズムは大きな前進を果たした

のである．

O

2）

前掲書, 288ページ．

その詳細については，前掲書, 386ページを参照されたい.
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V　残された諸問題

　しかしながら，いずれの国においても，政治的，社会的改革や革新に対

する拒絶反応は，当然のことながら生じてくる．悪名高き白豪主義の撤廃，

大としての平等の実現，多様な価値観の尊重，ハンディキャップを負う民

族や大たちへの支援等々，当然自明のことに対しても，守旧派による既得

権益の擁護や白人優位の誤った郷愁に訴えての反対，抵抗が，多文化主義

の浸透に伴って生起してきたのである．

　先述の1973年の『カルバリ一報告』は，フレーザー政権の人種・エス

ニック政策の要として重要な意義と役割を有し，実際に, 1978年からの

特別放送局や1980年からのマルチカルチュラル放送の実施，エスニッ

ク・スクールへの援助の開始などをもたらした．ところが，その立案者の

ガルバリーは1974年の総選挙で落選し，急激な変化に対する抵抗が示さ

れ，マルチカルチュラリズムヘの動きは一時減速を余儀なくされた．

　しかしながら，増加しつつあった非英語系ヨーロッパ大有権者の票獲得

のためもあって，政府はマルチカルチュラリズムに対する支持を，公的に

も私的にも表明するようになった. 1975年から77年にかけては，労働党

に続いて，統合主義にこだわっていた自由・国民（地方）党も，政策綱領

においてマルチカルチュラリズムを承認するに至った1）

　この間, 2000年には，重要都市初のアジア系市長として，中国人のア

ルフレッド・ハン・アデレード市長が誕生した. 2001年には，ハン氏に

続いてメルボルンでも，アジア系市長として中国人のジョン・ソー氏が登

場した．その後2003年1月現在，中国系の市長はこの2人を含めて全国

で4人となっている．アジア言語の通じる市長が今後も増えていくことは，

確実とみられる．

1）前掲書, 369－70ページ．
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　これに反して，多文化主義への反動も目立ってきた．ポーリン・ハンソ

ンはクイーンズランド州の小さな町でファーストフード店を経営する政治

の素人であったが，「先住民アボリジニヘの優遇策禁止」の主張を地元紙

に投稿，人種差別主義者との問題を惹起したが，かえって知名度を高め，

これを機に1996年に連邦総選挙に無所属で立候補し，初当選した．続い

て，彼女は1997年4月，多文化主義反対，アジア系移民排除を訴えるミ

ニ政党「ワンネーション党」を結成し，女性党首となった．支援者も政治

のアマチュアばかりであったが，党結成から1年後には，クイーンズラン

ド州議会選挙で得票率の4分の1 （11議席）を獲得するワンネーション旋

風を巻き起こした．

　しかしながら，クイーンズランド州議会選挙後から，ハンソンの独善的

な言動が目立つようになり，党内のハンソン離れが進行し，当選した11

人は離党した. 1998年の総選挙で彼女は落選し, 2001年には党首も辞任，

ワンネーション党の所属議員は2003年初めに国政に1人，全国の州議会

に6人に過ぎない凋落ぶりとなった．

　白人優位の有色人種差別を唱える「白豪主義政策」から，移民の供給源

多様化に伴う受け入れ移民の「同化主義政策」へ，そして，移民供給源の

さらなる東漸とアジアへの経済的依存の深化による脱欧人亜に起因する

「統合主義政策」に基づく「マルチカルチュラル政策」へと，オーストラ

リアの移民政策は大転換をとげてきた．実際に，筆者がオーストラリアを

訪問する度毎に，市中を行き来する人たちの人種的多様化，アジア系の

人々の増加が明瞭に看取される．白豪主義から多文化主義への変化，発展

は，誤った人種差別からの脱却，そして，オーストラリアの将来はアジア

にあるとする「アジアの一員」意識の当然の帰結である．マルチカルチュ

ラリズムの将来は，移民の母国の言語や文化の尊重と維持支援とともに，

彼らへの英語教育の充実や就職を初めとするすべての機会均等にかかって

いると思われる.
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白毫主義から多文化雀姜への幸な年表

年　　　　　　　　　　　　　　主　な　出　来　事

３万５千年

から５万年アボリジニ渡来，定住．
ぐらい前

1770年　　J.クック，ボタニー湾に上陸．オーストラリア東部の領有を宣言し，

　　　　　　ニューサウスウェールズと命名.

1786年　　イギリス政府，ボタニー湾に流刑植民地建設を決定，植民地の成立を宣言.

1788年　　A,フィリップ総督率いる第１次船団到礼植民地の開始・領有を宣言.

1789年　　多数のアボリジニ，天然痘で死亡.

1829年　　西オーストラリア植民地開設.

1834年　　南オーストラリア植民地法成立。

1848年　　中国人移住始まる.

1851年　　ビクトリア植民地誕生．

　　　　　　ニューサウスウェールズとビクトリアで金発見，ゴールドラッシュ始まる.

1850年代　中国人と白人金鉱採りとの問で紛争発生.

1855年　　ビクトリア植民地で中囚人移住制限，直ちに他植民地にも波及。

1876年　　タスマニアでアボリジニ絶滅.

1888年　　植民地会議で中国人移住制pg法を統一一化，「白豪主義」という言葉登場.

1901年　　オーストラリア連邦成立，「連邦移住制限法」（白豪主義政策）施行される.

1942年　　ダーウィン，ブルーム，日本空軍による爆撃を受ける．シドニー湾，

　　　　　　日本海軍の特殊潜航艇の攻撃を受ける.

1956年　　アジア人にも市民権付与･を決定.

1958年　　白豪主義の象徴「ナタール方式」によるディクテーション・テスト廃止.

1965年　　労働党，党綱領から「白豪主義政策」をはずす．

　　　　　　アボリジニに対する強制的同化主義政策から，文化の維持を認めた自

　　　　　　主的同化促進へ。

1966年　　トルコ移民受け入れ開始．

　　　　　　アジア人の市民権獲得の年限差別撤廃（15年を５年に）.

1967年　　アボリジニ，国勢調査で初めて人口統計に算入され，市民権を獲得する.

1973年　　労働党，移民法を改正．「白豪主義政策終焉」．

　　　　　　アルバート・グラスビー移民大臣，マルチカルチュラル政策を表明．

　　　　　　多文化主義の登場.

1975年　　労働党，人種差別禁止法制定．白豪主義を含む「有色人差別主義消滅」.

1978年　　『カルバリ一報告』に基づき，移民の母国語放送や移民のための英語教

　　　　　　育支援問始.

1996年　　連邦総選挙でポーリン・ハンソン議員立候補，当選.

1997年　　ワンネーション党誕生，ハンソン女性党首就任.

1998年　　連邦総選挙でハンソン落選.

2000年　　重要都市初のアジア系市長，アデレードで誕生.

2001年　　ハンソン党首辞任．
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〔付記〕

　本稿は，本学教育研究所主催の公開講座の一環として, 2003年5月7日に

行った講演に加筆，再整理したものである．

18 －
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